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(1) 意見募集の趣旨 

札幌市では近年、市街地やその周辺でのヒグマ出没が増えてきています。背

景には、ヒグマの個体数の増加のほか、ヒグマの生息地である森林と市街地が

接している地域特性などが考えられています。そして今後、人とヒグマの距離

はますます近くなっていくことが懸念されます。 

そこでこのたび、市民の皆さまの安全・安心を確保するため、そして人とヒグ

マの共生を目指すための「さっぽろヒグマ基本計画 2023（案）」に対する意見募

集を実施しました。 

また、「さっぽろヒグマ基本計画 2023（案）」については、長期的な視点に立

って取組を推進していく必要があることから、小・中学生向けの資料を作成し、

キッズコメントとしての意見募集も行いました。 
 
(2) 意見募集期間 

令和５年（2023 年）２月 15 日（水）～ 令和５年（2023 年）３月 17 日（金） 
 

(3) 意見提出方法 
郵送、持参、FAX、電子メール及びホームページの意見募集フォーム 

 
(4) 基本計画（案）の配布・閲覧場所 

場所 本書 概要版 
市役所本庁舎 12 階 環境局環境共生担当課 ● ● 

市役所本庁舎２階 市政刊行物コーナー ● ● 

各区役所 総務企画課広聴係  ● 

各まちづくりセンター  ● 
ふれあいパンフレットコーナー 

(地下鉄大通駅定期券発売所並び) 
 ● 

札幌駅前通地下歩行空間 北３条交差点広場(東)  ● 

その他市有施設（環境プラザ、円山動物園など）  ● 

※ その他、市立小学校・中学校・高等学校、特別支援学校、各児童会館などに配布 

１ 意見募集の概要 
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２ 意見の内訳  

(1) 提出者の年代別内訳 
 ●パブリックコメント（大人の意見） 

年代 10 歳以下 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代以上 不明 合計 

人数 0 1 0 5 9 2 1 4 22 

件数 0 9 0 12 29 7 3 16 76 

 
●キッズコメント（小・中学生の意見） 

分類 小１～３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３ 合計 

人数 2 0 1 2 3 1 0 9 

件数 2 0 9 2 3 1 0 17 

 
 

(2) 提出方法別内訳 
 ●パブリックコメント（大人の意見） 

提出方法 郵送 持参 FAX 電子メール ホームページ 合計 

提出者数 0 0 1 4 17 22 

  
●キッズコメント（小・中学生の意見） 

提出方法 郵送 持参 FAX 電子メール ホームページ 合計 

提出者数 5 0 1 2 1 9 

 
 

(3) 提出者の居住区別内訳 
 ●パブリックコメント（大人の意見） 

区 中央区 北区 東区 白石区 厚別区 豊平区 清田区 南区 西区 手稲区 その他 合計 

人数 1 2 1 0 2 3 1 3 2 1 6 22 
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(4) 意見内容の内訳 

分類 
パブリックコメント キッズコメント 
件数 構成比 件数 構成比 

全体について 17 22.4% 3 17.6% 
第１章 計画の策定にあたって 7 9.2% 0 0.0% 

 
１ 計画策定の背景 2 2.6% 0 0.0% 
２ さっぽろヒグマ基本計画 0 0.0% 0 0.0% 
３ 計画の位置づけと対象 5 6.6% 0 0.0% 

第２章 ヒグマに関する現状と課題 3 3.9% 0 0.0% 

 

１ 札幌市内のヒグマ出没状況 1 1.3% 0 0.0% 
２ これまでの主な取組 1 1.3% 0 0.0% 
３ 市民のヒグマに対する意識 0 0.0% 0 0.0% 
４ 札幌市が抱えるヒグマ対策の課題 1 1.3% 0 0.0% 

第３章 計画の目指す姿（ビジョン） 0 0.0% 0 0.0% 
第４章 ゾーニング管理 10 13.2% 0 0.0% 

 
１ ゾーニング管理とは 1 1.3% 0 0.0% 
２ これまでのゾーニング管理と課題 0 0.0% 0 0.0% 
３ 新たなゾーニングの設定 9 11.8% 0 0.0% 

第５章 基本目標と施策の方向性 21 27.6% 14 82.4% 

  

【基本目標１】人の生活圏へのヒグマ侵入抑制策を推
進します。 10 13.2% 12 70.6% 

【基本目標２】市民の安全を第一に迅速かつ適切なヒ
グマ出没対応を行います。 5 6.6% 1 5.9% 

【基本目標３】ヒグマについて考え行動する市民の意
識を醸成します。 6 7.9% 1 5.9% 

第６章 計画全体に係る施策 9 11.8% 0 0.0% 

 
１ モニタリングの実施 5 6.6% 0 0.0% 
２ ヒグマ対策重点エリアの設定 1 1.3% 0 0.0% 
３ 近隣自治体との連携強化 3 3.9% 0 0.0% 

第７章 計画の推進にあたって 3 3.9% 0 0.0% 

 

１ 各主体に求められる行動 3 3.9% 0 0.0% 
２ 進行管理等 0 0.0% 0 0.0% 
３ 計画の体系 0 0.0% 0 0.0% 
４ 取組の想定スケジュール 0 0.0% 0 0.0% 

参考資料 2 2.6% 0 0.0% 
その他 4 5.4% 0 0.0% 

合計 76 - 17 - 

※ 構成比の値は、四捨五入しているため、内訳の合計が 100％にならない場合があります。 
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３ 意見を踏まえた当初案からの変更点   

皆さまからいただいたご意見を踏まえ、当初案から３か所の修正等を行いまし
た。 

また、下表には掲載していませんが、軽微な文言等の修正に関するご意見につ
いても別途計画に反映しています。 
 

No. 修正箇所 
意見の概要 市の考え方 

修正点 
1 第１章 

１(2) 
 
意見募集資料 

p.5 
計画本書 

p.4 

○「地形」は一般に地表面の起
伏のことであるため、文言
を修正すべき。 

●ご意見を踏まえ、修正します。 

【修正前】 
その結果、手稲区、西区、中央区、南区、豊平区及び清田区に
かけて、森林の間近まで市街地・住宅地が広がる、札幌市独特
な地形が形成されていきました(図 3)。 

【修正後】 
その結果、札幌市では、手稲区、西区、中央区、南区、豊平区
及び清田区にかけて、森林と市街地・住宅地が接するようにな
りました(図 3)。 

2 第２章 
４(コラム) 
 
意見募集資料 

p.29 
計画本書 

p.25 

○餌やり行為による影響の一
つとして、野生動物だけでは
なく、ペットや家畜との感染
症感染の相互リスクが増大
する旨を追加すべき。 

●ご意見を踏まえ、ペットや家
畜との感染症感染に関する
記載を追加します。 

【修正前】 
野生動物と人との距離が近くなり～ 

【修正後】 
野生動物と人・ペット等との距離が近くなるだけでなく～ 

3 第５章 
基本目標３ 
 
意見募集資料 

p.51 
計画本書 

p.42,43 

○市民とは視点が異なるため、
観光客や観光事業者の対応
についても別途記載すべき。 

●ご意見を踏まえ、観光客や観
光事業者への対応に関する
記載を追加します。 

【修正前】市民 
【修正後】市民や、札幌市への来訪者等 
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４ パブリックコメントの概要と 
それに対する札幌市の考え方 

 

 
３に掲載した以外にいただいたご意見の概要と、札幌市の考え方をお示しいた

します。これらのご意見については、今後のヒグマ対策に関する施策及び取組の
検討・実施にあたり参考とさせていただきます。 

なお、趣旨が同様のご意見については、集約したうえで掲載しています。 
また、ご意見によっては、複数の章に関連があるものもありますが、最も関連

していると考えられる章、又は計画全体への意見として掲載しています。 
 
 
【計画全体】 

No. 意見の概要 市の考え方 
1 ○本計画の内容は、札幌市の行政内部

にしっかり蓄積されていくことが
大切であり、そのためには、専門部
署や専門官の配置が必要であると
感じた。 

［類似意見：６件］ 

●札幌市では、熊対策調整担当係の
職員がヒグマ対策を担当している
ほか、ヒグマ出没時の現地調査や
捕獲対応の業務を野生動物専門の
事業者及び猟友会に委託し、連携
しながら対応しています。また、第
７章で示すとおり、北海道や警察
などの関係機関とも、平時から緊
急時に備えた連絡体制の整備や連
携強化に努めています。計画策定
後も引き続き、これら関係機関等
と連携したうえで出没対応訓練等
を実施しながら、さまざまな状況
に対応できるよう備えていきま
す。 
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No. 意見の概要 市の考え方 
2 ○本当に危ないヒグマは試験的な駆

除も検討すべきではないか。また、
森に近い場所に住んでいる住民に
対し、駆除の賛否についてアンケー
トをとってみてはどうか。 

●札幌市では、出没したヒグマの有
害性のレベルと出没したゾーンに
応じてヒグマに対する方針を決定
しており、問題個体となるヒグマ
については捕獲も含めて対応を行
っています。 
2022 年(令和４年)６月に実施した
「令和４年度第１回市民意識調査」
では、ヒグマが出没した場所ごと
に、取るべき対策について調査を行
いました。ヒグマの出没状況や社会
情勢の変化により、市民の意識の変
化が予想されるため、今後も定期的
に調査を行う予定です。 

3 ○札幌市には、森林エリアと隣接して
いる住宅地が多数あり、結果的にヒ
グマ被害につながっていることを
考慮すると「春グマ駆除」の再開に
よる頭数制限を抜本的対策として
組み入れるべきである。レッドリス
トに載ったとはいえ、これだけ出没
被害が発生していることは、頭数制
限対策を避けるべきではない。 

［類似意見：４件］ 

●ヒグマの行動圏は広いため、札幌
市など市町村単位ではなく、地域
個体群（積丹・恵庭）として個体数
を管理していく必要があると考え
ています。 
そのため、ヒグマの個体数管理の考
え方については、北海道の方針に基
づき対応していますが、札幌市とし
ても、市民の安全・安心のため、ヒ
グマの分布域などの動向を注視し
ているところです。 
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No. 意見の概要 市の考え方 
4 ○道の掲げる新たな「春グマ駆除」に

ついての記載が見当たらないが、そ
れに対する市の方針を知りたい。 

●北海道が 2023 年（令和５年）２月
に開始した「人里出没抑制等のた
めの春期管理捕獲事業」は、ヒグマ
に対して人への警戒心をもたせ、
人里への出没を抑制するととも
に、ヒグマ対策に必要な人材を育
成し、地域の危機管理体制の充実
を図ることを目的としており、札
幌市でも同事業に参加する形で実
施しています。 

5 ○ヒグマの個体数について、シカの増
加により食べ物が減少しているこ
とや、子育て中のメスがオスを避け
た結果、奥山から市街地付近に生息
域が移動し、目撃件数が増えたこと
で、個体数自体が増加したと誤認し
ている可能性はないか。 

●北海道の個体数推定において、札
幌市を含む積丹・恵庭地域個体群
のヒグマの個体数は、増加傾向に
あることが示されています。また、
札幌市が 2020 年度に実施した生
息状況調査でも、市街地近郊の森
林に生息するヒグマの識別個体数
が増加していることが分かってい
ます。一方で、奥山に生息するヒグ
マの生息状況は、これまであまり
分かっていないことから、森林ゾ
ーンにおけるヒグマ個体数の動向
を把握するなど、今後も最新の情
報を収集していきます。 

6 ○とても良い目標だと感じる。予算な
どの関係もあるだろうが、絵に描い
た餅にならぬよう民間企業や市民
を巻き込んで実行される事を願う。 
色々な対策をしてまでヒグマとの
共存を目指す事に対して、豊かな自
然があるのはヒグマが森を育んで
いるおかげであることを市民に伝
えていくべきだ。 

●本計画策定後に、計画の進行管理
と取組実践のため、協議体を設置
し、様々な立場から、本計画の方向
性に沿ったヒグマ対策を協議して
いきたいと考えています。 
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No. 意見の概要 市の考え方 
7 ○第３章以降がメインなので、第１章

と第２章の一部を巻末参考資料と
してはどうか。 

●近年のヒグマの出没状況や札幌市
のこれまでの取組・課題等につい
て、市民の皆さまに知っていただ
くことも本計画の趣旨の一つであ
るため、本書の中で第１章と第２
章の内容を記載しています。 

 
 
【第１章 計画の策定にあたって】 

No. 意見の概要 市の考え方 
8 ○札幌市は、森林と住宅地が接する境

界線が長く続き、そうした場所に位
置する果樹園や放棄果樹、菜園の管
理・指導を積極的に行うことは、ヒ
グマ対策において有効と考える。し
かし、そういった場所にヒグマが好
む植物が豊富に生育する特性につい
て言及がない。電気柵の設置等の対
策も大変重要ではあるが、ヒグマが
市街地と森林の境界に出没しやすい
構図を認識しておくことも重要と考
える。 

●市街地と森林が接している地域で
のヒグマ対策の重要性は、札幌市も
認識しているところです。これらの
地域が、植生を含め、そもそもヒグ
マの出没しやすい環境であること
も考慮したうえで、どのような対策
が必要か、有識者の意見を聞きなが
ら検討していきます。 

9 ○他の政策等との連携は非常に重要で
ある。自治体だけではなく市民運動
や民間団体との連携も視野に入れて
みてはどうか。 

●ヒグマ対策を進めるうえで、様々な
団体等との連携を進めていくこと
は大変重要であると認識していま
す。 
市民運動や民間団体との連携につ
いては、第７章に記載してあるとお
り、主体同士が相互に連携し協力で
きる関係を築いていきたい考えて
います。 
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No. 意見の概要 市の考え方 
10 ○札幌市のまちづくり計画にヒグマ対

策がきちんと盛り込まれるよう希望
する。 

●本計画は、札幌市のまちづくりに関
する最上位計画である「第２次札幌
市まちづくり戦略ビジョン」に沿っ
て策定する個別計画の一つとして
位置づけており、他の個別計画と整
合・連携を図りながら対策を進めて
いきたいと考えています。 

11 ○ヒグマ基本計画の改定が、他の個別
計画にどのような影響があるのか。
多少は生物多様性の保全を犠牲にす
る場面もあると予想されるが、長期
的な視点をもって、合理的な比較衡
量を期待したい。 

［類似意見：１件］ 

●本計画では、生物多様性の保全のた
めの基本指針である「生物多様性さ
っぽろビジョン」をはじめとした他
の計画との整合性を図りながら、対
策を進めていきます。 
ヒグマ対策を実施するにあたって
は、その地域に生息する動植物への
影響も考慮しながら、どのような対
策が有用か、引き続き有識者の意見
を聞きながら検討していきます。 

12 ○科学に基づいた生息数が示されてい
ない中で、「ゾーニング」の概念を持
ち出すのは、話が飛躍しているので
はないか。 

●計画改定にあたっては、北海道立総
合研究機構をはじめとした研究機
関や大学等の有識者から、最新の研
究内容を踏まえた観点で意見をい
ただいています。 
ゾーニングについては、環境省の
「特定鳥獣保護・管理計画作成のた
めのガイドライン（クマ類編）改訂
版」を参考にしながら検討・協議し
たものです。 
今後も最新の知見や有識者からの
意見を積極的に取り入れながら対
策を講じていきます。 

 
 
 
 



 

10 
 

【第２章 ヒグマに関する現状と課題】 
No. 意見の概要 市の考え方 
13 ○図９（生息状況調査の実施地点とヒ

グマ確認結果）について、調査地点
は、2015 年度と 2020 年度で同じな
のか。点線で囲まれている分布拡大
エリア（南側）は、2015 年度に調査
していなかっただけで、本質は市街
地周辺でのヒグマ確認が増えたこと
ではないか。 

●2020 年度の生息状況調査の調査地
点は、2015 年度のものと若干異な
ることから、結果の単純比較はでき
ません。ただし、同じ調査地点の中
でも、2020 年度に新たにヒグマが
確認された地点が複数あることか
ら、分布域は拡大しているものと認
識しています。また、市街地周辺に
おけるヒグマの識別個体数の増加
に加え、市街地近郊の森林に複数の
メスのヒグマが定着していること
も確認しています。 

14 ○ボランティアによる河川敷の草刈り
も有効で、今後も続けてほしいと思
う。また、札幌市でも草刈りの予算
を拡充し、草刈りが必要な場所全て
を有効に実施するよう求める。 

●ヒグマ対策の観点で、河川の草刈り
を全て公費で賄うことは現実的で
はないと考えています（維持管理の
ための草刈りは、それぞれの河川を
所管する国、北海道、札幌市で行っ
ています。）。市民協働での草刈りで
は、ヒグマの生態や対策、最近の出
没情報を参加者に説明することで、
ヒグマ対策の啓発も兼ねているこ
とから、今後も実施地区を広げてい
きたいと考えています。 
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【第４章 ゾーニング管理】 
No. 意見の概要 市の考え方 
15 ○放棄果樹の伐採について、まず先に、

土地所有者からの了承等は弁護士や
司法書士に相談し、札幌市が直接造
園業者に委託する糸口を探すべきで
はないか。初めからボランティアあ
りきの話では、市民の命を守る行政
として弱い対策だと感じる。 

●放棄果樹の伐採については、本来、
土地所有者の手で伐採されること
が望ましいのですが、労力などの理
由で実施が難しい場合も多くある
ことから、現在はボランティアの
方々の協力を得ながら活動を行っ
ています。 
市と市民が協働でヒグマ対策に取
り組むことは、参加する市民の方々
にヒグマの出没を自分の身近な問
題として捉えていただく良い機会
であると認識しています。 

16 ○概念図ではない、明確なゾーニング
マップの公表を強く希望する。ヒグ
マについて考え行動する市民の意識
を醸成するのであれば、自身がどこ
のゾーンに属し、どのように対策す
ればよいのかを明確に示すべきであ
る。また、詳細なゾーニングについ
て、地域での出没状況や地域住民と
の協議をもとに都度判断していくと
あるが、具体的にはどのような場を
想定しているか。 

［類似意見：３件］ 

●ゾーニングについては、今後の出没
状況や最新の調査研究結果等も踏
まえながら、必要に応じ見直しを図
っていく予定です。それぞれの地域
における詳細なゾーニングについ
ても、地域の実情や土地利用状況な
どを考慮する必要があるため、今
後、過去のヒグマ出没事例の分析や
地域住民との協議等を通じ、検討を
進めていきます。 
協議の場としては、町内会向けの座
談会のほか、地域住民を対象とした
ワークショップなどを想定してい
ますが、具体的な手法については今
後検討を進めていきます。 
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No. 意見の概要 市の考え方 
17 ○地域版のヒグマ管理計画において

は、災害ハザードマップと同様に、
ヒグマの被害が想定されやすい場所
を図化する取組が求められる。 
札幌市で蓄積してきたヒグマ出没情
報の記録や各種空間情報、ヒグマの
習性を加味し、ポテンシャル分析を
行うことで、ヒグマハザードマップ
を作ることが可能である。また、ヒグ
マの出没や被害発生を確率分布図に
することも可能である。 
ハザードマップ化することにより、
限られた人的資源や予算を効率的に
対策に活かせることに加え、市民へ
の啓発が具体的になること、新たな
気づきが期待されるため、次回以降
の改定時に検討してほしい。 

●まずは、本計画の内容に基づいた取
組を進めていきますが、取組を進め
ていくなかで、より効率的なヒグマ
対策についても、引き続き検討を進
めていきます。 

18 ○市街地周辺ゾーンの考え方（ヒグマ
の侵入をできるだけ抑制する）につ
いて、最終的な数値目標を示すべき
ではないか。基本目標１で掲げる成
果指標「ヒグマによる農業被害、家
庭菜園被害等の件数をなくす」が該
当する目標だとすれば、「できるだ
け」は不要ではないか。 

●市街地周辺ゾーンについては、森林
ゾーンに接しており、ヒグマの侵入
自体を完全に防ぐことは難しい地
域です。そのため、当該ゾーンでは、
電気柵の設置や放棄果樹伐採など
のヒグマを寄せ付けない対策を行
い、ヒグマの侵入をできるだけ抑制
したうえで、ヒグマによる農業被
害、家庭菜園被害等をなくすことを
目指し、成果指標としています。 
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No. 意見の概要 市の考え方 
19 〇市街地ゾーンと市街地周辺ゾーンに

ついて、ビジョンの達成に向けてゾ
ーンごとの対策が必要であることは
理解できるが、現在札幌市内では、
市街地周辺ゾーンの対策が不十分で
あることが問題視されているのでは
ないか。この先新設される都市近郊
林ゾーンの有効性は理解できるが、
市街地周辺ゾーンで起きている対策
を強化しておかなければ、市街地ゾ
ーンに被害が及ぶことにも繋がるた
め、人の居住区は同一の対策が必要
とするべきである。 

［類似意見：１件］ 

●市街地周辺ゾーンにおいても、人が
生活するエリアでのヒグマ対応は
市街地ゾーンに準じることとして
います。一方で、市街地周辺ゾーン
には、農地や家庭菜園なども多くあ
り、ヒグマの誘引物対策をより進め
ていくべき地域であることから、必
要な対策を強化していきます。 

20 ○都市近郊林ゾーンの新設により、駆
除のハードルを下げているように感
じる。むやみやたらと駆除するので
はなく、これまで以上に対策を強化
したうえで、やむを得ない場合の選
択肢として駆除があることを望んで
いる。 

●札幌市では、人とヒグマのすみ分け
により、市民の安全・安心な暮らし
を目指すため、人の生活圏へのヒグ
マの侵入抑制策をこれまで以上に
進めていくこととしています。同時
に、出没したヒグマの「有害性のレ
ベル」と「出没したゾーン」に応じ
てヒグマに対する方針を決め、問題
個体となるヒグマについては捕獲
も含めた対応を行っていくことと
しています。 
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【第５章 基本目標と施策の方向性】 
No. 意見の概要 市の考え方 
21 ○放棄果樹伐採活動は、「ヒグマの誘引

物対策」に分類するのが適切ではな
いか。 

●ヒグマ対策は、複数の目的で実施し
ているものが多くあり、放棄果樹伐
採については、ご指摘のとおり、誘
引物対策の側面もあるものと認識
しています。本計画においては、放
棄果樹伐採は、樹木を伐採するとい
う観点で便宜上「緑地管理」に分類
しています。 

22 ○電気柵やごみの管理などの対策につ
いて、強制力を持って実施させるこ
とを検討しないのか。 

●市民・事業者への規制等について
は、様々な観点からの議論、社会的
な合意形成が必要と考えています。 

23 ○市が実施する普及促進の効果につい
て、複合的な要素が影響する「農業
被害、家庭菜園被害等の件数」では
なく「電気柵の設置戸数割合」等を
指標としてはどうか。 

●現時点では、ヒグマ被害防止のため
に電気柵設置が必要と考えられる
家庭菜園の全体数が不明であるこ
とから、本計画の数値目標とするこ
とは難しいと考えています。 
電気柵の普及は、本計画でも施策の
方向性の一つとして掲げており、電
気柵に関する具体的な指標につい
ては、計画策定後、成果指標を達成
するために掲げる活動指標として
検討すべき事項であると認識して
います。 
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No. 意見の概要 市の考え方 
24 ○ヒグマを人里に出てこないようにす

る対策に注力することが、持続可能
かつ効果的で人道倫理にもかなう方
法かと思う。遠軽町丸瀬布の対策エ
リアでは、ベアドッグの活動により
人里に降りてくるヒグマはゼロであ
ると聞いた。ベアドッグはクマの教
育を行える手法であるので対策の主
軸に据えてはどうか。 

［類似意見：４件］ 

●本計画では、侵入抑制策を基本目標
の一つとしていますが、対策を進め
ていくうえでは、草刈りや放棄果樹
伐採、電気柵の普及などさまざまな
取組を並行して行っていくことが
重要であると考えています。 
ベアドッグについては、クマの追い
払いのほか、クマの移動経路の特定
や付近にクマがいるか探知するこ
とによる現地調査時の安全確保な
ど、様々な役割があるものと認識し
ています。札幌市としても、ベアド
ッグに関する情報収集を進めてお
り、その有用性は理解しているとこ
ろですが、他都市事例をそのまま適
用することは難しいため、導入に向
けては、有識者の意見等を踏まえ、
札幌市の実情にあった活用方法を
検討していきます。 

25 ○ICT を用いたカメラ等での監視は、
どのゾーンで実施するのか。 
カメラ設置の目的は、市街地ゾーン
に入った際にいち早く確認するため
なのか、都市近郊林ゾーンや市街地
周辺ゾーンで市街地出没を発生させ
そうな個体を把握するためなのか教
えてほしい。 

●自動撮影カメラは、主に市街地周辺
ゾーン及び都市近郊林ゾーンの緑
地や林道等に設置することを想定
していますが、市街地ゾーンでも、
ヒグマの移動経路となり得る河川
敷や緑地等に設置することで、ヒグ
マの侵入をいち早く探知できるも
のと考えています。 

26 ○市民の草刈り活動に対し、札幌市は
草刈り鎌や草刈り機等の提供を行う
べきだ。また、今春からヤギ除草が
開始される予定である。草刈り要員
になるかもしれないので、ヒグマ対
策の一つとして検討してほしい。 

●他都市の事例等も参考に、効率的な
ヒグマ対策について検討を進めて
いきたいと考えています。 
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No. 意見の概要 市の考え方 
27 〇ヒグマ出没時の体制強化について、

関係機関との協調により実現される
施策であり、札幌市だけの取組事項
にはならないと考える。 

●ヒグマ出没時の対応については、北
海道や警察、その他関係機関との連
携や、報道機関等の協力などが欠か
せないことから、札幌市は、現地対
応や方針決定だけではなく、これら
関係者の調整役を担い、適切な対応
を目指していきます。また、ヒグマ
出没時の対応方針についても、研究
機関・大学等の有識者の意見を聞き
ながら方針を決定しているところ
であり、今後も引き続き正確で迅速
な方針決定及び対策の実施に努め
ていきます。 

28 ○ヒグマ出没情報について、市民に正
しく注意喚起できるように、目撃地
点のゾーン名の記載と、周辺住民へ
の電気柵の無料貸出など、とるべき
具体的な対策を同時にアナウンスし
てほしい。 

●ヒグマ出没情報については、ホーム
ページや SNS 等の媒体を活用しな
がら、迅速かつ的確に情報発信でき
るよう努めていきます。また、出没
地点周辺での土地利用状況などを
踏まえ、電気柵設置等の侵入抑制策
に係る啓発を行っていきたいと考
えています。 

29 ○出没情報の中で、ヒグマかどうかわ
からない情報（ヒグマらしき情報）
が発生しかねないと思う。そのよう
な情報も含んだ出没情報を提供する
と市民の不安を過大にあおることに
繋がりかねないと考えるが、ヒグマ
らしき情報に対してどう対処してい
く（もしくはどう伝達していく）の
か。 

●札幌市では、市街地でヒグマの目撃
情報が寄せられた際、速報として情
報を発信していますが、その後の現
地調査の結果、明らかな誤報と思わ
れる場合には、その旨を再度続報と
して発信しています。 
迅速かつ的確な情報発信のあり方
については、引き続き検討していき
ます。 
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No. 意見の概要 市の考え方 
30 ○市民による通報について、積極的に

市民からの情報を収集し、活用する
仕組みを作ってほしい。長期的には、
自然系の市民団体や関心を持つ層を
いかに取り込めるかが重要であると
考える。 

●ヒグマ出没情報については、ホーム
ページや SNS 等の媒体を活用しな
がら、迅速かつ的確な情報発信を行
っています。今後も引き続き、より
利用しやすく、わかりやすい情報の
発信に努めていきます。 

31 ○基本目標２の成果指標として、「人身
事故件数を 2026 年度までの毎年度
ゼロにする」ことが掲げられている
が、成果指標は、札幌市としてコン
トロールできるものに限っておくの
がよいと考える。「結果として人身事
故件数ゼロになるように、市民とと
もに努めていく」ということであれ
ば問題ないと思う。 

●ご指摘いただいた視点を含め、本計
画策定後、札幌市の具体的な取組の
効果や実効性を評価するための指
標として、それぞれの施策に沿った
活動指標を設け、達成度の評価及び
見直しを図っていく予定です。 

32 ○小学生に対し、ヒグマ教室を開き、
交通安全教室で「ヒグマに出遭って
も背中をむけて走って逃げない」こ
とを伝えることが大切である。 

●これまでも札幌市では、小中学生や
高校生を対象にしたヒグマ講座を
行い、ヒグマの生態のほか、山でヒ
グマに出遭わないための方法を紹
介しています。ヒグマの正しい知識
を周知していくことは、大変重要な
ことであるため、庁内や北海道とも
協議を行いながら、普及啓発を強化
していきます。 

33 ○都市近郊林ゾーンを頻回に利用され
る登山利用者などには、生物多様性
の重要性やヒグマの正しい知識を理
解してもらいたい。 

●今後、都市近郊林ゾーン及びヒグマ
対策重点エリアにおいて、登山利用
者などへの普及啓発を強化してい
きます。 
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No. 意見の概要 市の考え方 
34 ○ヒグマ対策に興味が薄い市民にとっ

ては、ヒグマのことを自分事として
意識し、理解することは難しいと感
じた。市民が主体的に取り組むとは、
自分の行動に責任を持つことであ
り、そのためには、ある程度の明確
化した基準が必要ではないか。 

●本計画では、市民の意識醸成を基本
目標の一つとしており、ヒグマを市
街地に寄せ付けないために、市民が
どのような対策を行う必要がある
か、積極的に啓発を行っていきま
す。 

35 ○市街地周辺ゾーン及び都市近郊林ゾ
ーンでは、観光事業者やアウトドア
商品製造販売事業者がヒグマ対策費
用を拠出するのが良いと思う。 

●管理者等向けの研修を行い、管理者
等が自らヒグマ対策を実践する機
運を高めるとともに、管理者等が行
うヒグマ対策を支援する仕組みに
ついても検討していきます。 

 
 
【第６章 計画全体に係る施策】 

No. 意見の概要 市の考え方 
36 ○登山道と林道整備を除くヒグマが生

息する森林ゾーンでは、税金を使っ
た森林整備等の対策は行わない方が
良い。（もしするのであれば林業振興
など別の目的が必要であると考え
る。）広葉樹の植林などは環境関連
NPO が主体となり寄付を募って事
業化する分野であると考える。 

［類似意見：１件］ 

●森林ゾーンでの森林整備等につい
ては、土地を所有する国や北海道な
どが、どのような対策を進めるか検
討していくものと考えています。 
札幌市は、それぞれの機関に対し、
ヒグマ対策を働きかけていくほか、
必要に応じて対策に協力していき
たいと考えています。 

37 ○報道機関の偏った知識による報道の
あり方や、取材時のヒグマへの対応
（追い回すなど）により、事態を悪
化させることがないよう、市から報
道機関に対し、毅然とした態度で指
導してほしい。 

［類似意見：２件］ 

●報道機関に対しては、ヒグマへの正
しい知識を身につけたうえで、引き
続き市民への情報発信という点で
重要な役割を担っていただきたい
と考えているため、今後、報道機関
向けの勉強会などの取組を検討し
ていきます。 
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No. 意見の概要 市の考え方 
38 ○住宅地近郊のヒグマ対策重点エリア

（三角山など）でも、そこに立ち入
る人が、ヒグマのいる場所である認
識をもって行動するべきである。 

●三角山、藻岩山及びその周辺の山を
含む地域は、人の利用も多く、人と
ヒグマの距離が非常に近い地域で
あることから、ヒグマ対策重点エリ
アとして設定しています。当該エリ
アでは、普及啓発も含めた対策を重
点的に実施していく予定です。 

39 ○ヒグマの出没に備えて、近隣自治体
間での連絡体制を構築し、平時から
の情報共有、生息状況調査などを行
うことは重要だと思う。併せて、ヒ
グマが健全に生きていけるための生
息域の確保に関する近隣間での連携
も進めてほしい。 

●さっぽろ連携中枢都市圏の枠組み
の中で、出没情報の共有や具体的対
策について連携を強化していきた
いと考えています。 

40 ○札幌市が広域連携の一環として、江
別市で小学校ヒグマ講座を実施した
ことは大変素晴らしいことだが、本
来このような事業は石狩振興局（北
海道）が実施すべきである。 

●近隣自治体との連携においては、石
狩振興局とさっぽろ連携中枢都市
圏で、それぞれの強みがあるものと
考えています。どちらの枠組みでど
のような取組を行うのか、北海道と
も連携を図りながら検討を進めて
いきます。 

41 ○札幌市ではほぼ無いかと思うが、近
隣市町村の中には、未だにごみの回
収が無い地域がある。そのような地
域だと、野生動物も出没し放題とな
るうえ、周辺にこのような「穴」が
あれば札幌だけが頑張っても残念な
がら限界があると言わざるを得な
い。 

●さっぽろ連携中枢都市圏において、
市町村をまたいだ生息状況の調査
や侵入抑制策、普及啓発等を進める
ことで、圏域全体におけるヒグマ対
策水準の底上げや住民の意識醸成
を図っていきます。 
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【第７章 計画の推進にあたって】 
No. 意見の概要 市の考え方 
42 ○農家への補助額がかなり不足してい

るように感じるので、有害鳥獣対策
の補助額をもっと潤沢にしてほし
い。 

●有害鳥獣対策の補助等、農家へのヒ
グマ対策のサポート充実化につい
ては、農業協同組合等とも連携しな
がら検討を進めていきます。 

43 ○発砲禁止区域や夜間などの警察官職
務執行法による対処が必要な場合の
運用について、整理した方が良い。 

［類似意見：１件］ 

●過去の事例等も踏まえ北海道や警
察と協議・検討を進めていきます。 

 
 
【参考資料】 

No. 意見の概要 市の考え方 
44 ○札幌市内における痕跡、出没データ

などについても、可能な限り、資料
編などとして公開しておくと、市民
にとってより理解が深まると思う。 

●過去のヒグマ出没状況や生息状況
調査の結果等については、札幌市公
式ホームページに掲載しています。
今後、より分かりやすい情報発信の
手法について検討していきます。 

45 ○さっぽろヒグマ基本計画改定検討委
員会のメンバーについて、男女比率
の公平性を求める。 

●検討にあたり必要とされる知識や
委員会の公平性・中立性を踏まえ、
メンバーを選定していきたいと考
えています。 

 
 
【その他】 

No. 意見の概要 市の考え方 
46 ○過去の重大な出没事故・事案につい

て、札幌市として事故報告書の作成、
公開の予定はあるか。本計画への掲
載を求めるものではないが、今後の
事故再発防止のためにも、当時の状
況や今後の対策について、公開され
ることが望ましいと考える。 

●ご意見については、これからの取組
の参考にさせていただきます。 
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No. 意見の概要 市の考え方 
47 ○管理されずに放置されたままの空き

家・空き地等の対策について、現地
の状況確認や土地所有者への整備申
し入れなどを行ってほしい。 

●ご意見については、これからの取組
の参考にさせていただきます。 

48 ○熊よけスプレーが高いので、市から
補助をお願いしたい。 

●ご意見については、これからの取組
の参考にさせていただきます。 

49 ○ヒグマ講座の講師をやってみたい
が、講師になるにはどうしたら良い
か。札幌市環境教育リーダー制度に
組み込んでも良いのでは思う。 

●ヒグマ講座については、実施数の拡
大など、更なる充実化に向けた検討
を進めていきます。現在、ヒグマ講
座の講師役は、ヒグマ出没時の現地
調査等の業務を委託している野生
動物専門の事業者及び熊対策調整
担当係の職員が担っていますが、講
師役を担う新たな人材の確保につ
いても、今後検討していきます。 
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５ キッズコメント（小・中学生の意見）の概要と 
それに対する札幌市の考え方 

 

 

小学生・中学生のみなさんからいただいたご意見と市の考え方をお示しします。
今後の札幌市のヒグマ対策に関する施策及び取組の検討・実施にあたり参考とさ
せていただきます。 

ご意見は、内容をもとに、計画の構成に沿った分類で掲載しています。 
なお、趣旨が同様のご意見については、集約したうえで掲載しています。 

 
 
【計画全体】 

No. 意見の概要 市の考え方 
1 ○とても良い計画だと思う。ヒグマや

他の動物と共存できる世の中にな
ることを願っている。この計画を読
むと、ヒグマのことを知り、生活や
過ごし方を考え直していくきっか
けになると思った。 

［類似意見：２件］ 

●市民の安全・安心を確保しながら、
人とヒグマとの共生を目指してい
くためにどんなことができるか、
みなさんと一緒に考えながら取り
組んでいきたいと思います。 

 
 
【第５章 基本目標と施策の方向性】 

No. 意見の概要 市の考え方 
2 ○「ヒグマが市街地に来るのを防ぐ」

のではなく、「森にヒグマが住みやす
い環境を作る」ことに重点をおくと
良いと思う。ヒグマが街に出没する
原因は、食べ物がないことが主だと
思うので、森にヒグマの食べ物とな
る木を植えたり、森に入る人数を制
限するのが良いのではないか。 

［類似意見：２件］ 

●すみ分けによる安全・安心な暮らし
を目指し、引き続き計画を進めてい
きながら、より効率的なヒグマ対策
について検討を進めていきます。 
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No. 意見の概要 市の考え方 
3 ○ごみを捨てると、ヒグマにどのよう

な悪影響があるかを伝えるのがよい
と思う。法律などで規制するのでは
なく、ごみを捨てないことが、結果
としてヒグマの命を守ることに繋が
ることを理解させることが大切であ
る。 

［類似意見：１件］ 

●ごみなどがヒグマを誘引する可能
性があり、対策を行う必要があるこ
とを引き続き周知するとともに、効
果的なヒグマ対策を普及させてい
きたいと考えています。 

4 ○ごみ拾いにスポーツの要素を加え、
楽しくごみ拾いをして、ヒグマのこ
とを知ってもらうのはどうか。 

●より多くの市民にヒグマ対策に参
加していただけるよう、今後様々な
取組を検討していきます。 

5 ○ヒグマ対策用ごみ保管箱を札幌市の
助成金で公園などに設置してほし
い。 

●公園管理者等自らがヒグマ対策を
実践するよう働きかけるとともに、
管理者等のヒグマ対策を支援する
仕組みを構築してきたいと考えて
います。 

6 ○ヒグマ対策として、市民にくま鈴を
配布してほしい。 

●札幌市では、登山などでヒグマの生
息地に入る市民を対象に、くま鈴の
貸出を行っています。詳しくは、環
境局環境共生担当課又は最寄りの
区役所までご連絡ください。 

7 ○ヒグマが侵入しそうな場所や、侵入
してほしくない場所に、通ったら音
が鳴る装置を置くことで、ヒグマの
侵入を防ぐことができるのではない
か。 

●ヒグマ対策の最新技術や知見の情
報収集を行い、効果を検証したうえ
で導入を検討していきます。 

8 ○電気柵の普及促進について、ポスタ
ーなどでの注意喚起のほか、ヒグマ
出没エリアでの電気柵購入補助金を
増額すると住民も設置しやすいと思
う。 

●電気柵普及事業を推進するととも
に、電気柵設置講習会を開催するな
ど、更なる電気柵の普及促進に努め
ていきます。 



 

24 
 

No. 意見の概要 市の考え方 
9 ○草刈りについて、人とヒグマの両方

を考えた取組だと感じた。また子供
でも参加できる取組なのでとても良
いと思う。 

●市民の安全・安心を確保しながら、
人とヒグマとの共生を目指してい
くためにどんなことができるか、み
なさんと一緒に考えながら取り組
んでいきたいと思います。 

10 ○草刈りについて、学校の行事にする
と沢山の子供が参加できて良いと思
う。 

●草刈り活動は、これまでも地元町内
会や学生、ボランティア団体などと
協働する形で行っており、最近は学
生が自ら企画し主催する草刈りイ
ベントが行われるなど自主的な活
動も行われています。 
これからも、小中学生や高校生を対
象にしたヒグマ講座等を通じて、ヒ
グマ対策への草刈り活動の効果等
を周知していきたいと考えていま
す。 

11 ○区ごとにヒグマ出没時の訓練を行
い、地域で考えたら良いと思う。 

●ヒグマが市街地に出没した場合を
想定した訓練等を行い、関係機関を
含めた体制整備や情報共有に努め
ていきたいと考えていきます。 

12 ○ヒグマ対策への貢献に目標を設定
し、達成すると商品券がもらえるな
ど、メリットを札幌市が提供するの
はどうか。 

●管理者が実践するヒグマ対策を支
援するとともに、市民や札幌市への
来訪者等が安心してサービスを利
用できる仕組みを構築していきた
いと考えています。 
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